
　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
大
塚
地

内
の
「
 城
 の
 山
 古
墳
」（
通
称
：
ひ

じ
ょ
う
 
や
ま

と
か
ご
山
）
の
発
掘
調
査
を
５
月

か
ら
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
国
史
跡
級
の
重
要
な
遺
跡

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
今
後
の

保
存
活
用
に
向
け
て
、
有
識
者
か

ら
な
る
「
城
の
山
古
墳
発
掘
指
導

委
員
会
」
を
８
月
１
日
に
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　
委
員
は
、
橋
本
博
文
新
潟
大
学

教
授
（
委
員
長
）、
辻
秀
人
東
北
学

院
大
学
教
授
、
石
川
日
出
志
明
治

大
学
教
授
、
三
ツ
井
朋
子
㈶
新
潟

県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
班
長

の
４
名
。
調
査
の
進
め
方
と
よ
り

よ
い
保
存
方
法
に
つ
い
て
、
県
教

育
庁
担
当
者
を
交
え
て
議
論
・
指

導
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
現
地
指

導
も
し
て

い
た
だ

き
、
今
後

の
道
筋
を

つ
け
る
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。
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中
国
と
の
交
流
促
進
に
向
け
てて

吉
田
市
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中
国
総
領
事
館
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訪

吉
田
市
長
が
中
国
総
領
事
館
を
訪
問問

　
７
月
　
日
、
万
代
島
ビ
ル
（
新

２７

潟
市
中
央
区
）に
開
設
さ
れ
た「
在

新
潟
中
国
総
領
事
館
」
を
吉
田
市

長
が
訪
問
し
、 王
  華
 総
領
事
と
会

お
う
 か

談
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
昨
年
、
吉
田
市
長
が
訪

中
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
友

好
交
流
を
推
進
し
た
い
と
の
考
え

か
ら
、
日
中
友
好
交
流
の
会
胎
内

支
部
長
の
熊
倉
信
夫
氏
と
と
も
に

表
敬
訪
問
し
た
も
の
で
す
。

　
王
総
領
事
は
、
友
好
交
流
に
は

「
全
面
的
に
協
力
を
し
た
い
」と
し

た
上
で
、
自
ら
も
「
胎
内
市
を
訪

ね
て
み
た
い
」
と
話
し
、
吉
田
市

長
も
「
交
流
で
き
る
環
境
を
整
え

る
た
め
、
再
度
訪
中
し
た
い
」
と

今
後
の
交
流
に
意
欲
を
示
し
ま
し

た
。

　
市
と
し
て
は
、
交
流
候
補
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
２
つ
の
都
市

の
う
ち
、
特
に
新
潟
県
と
の
結
び

付
き
が
深
い
黒
竜
江
省
の
 綏
  化
 市

す
い
 か

を
交
流
相
手
と
し
て
、
今
後
協
議

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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催

「
城
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催
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在
新
潟
中
国
総
領
事
館
の
王
華
総

領
事
と
会
談
を
行
う
吉
田
市
長

　
県
の
「
に
い
が
た
森
づ
く
り
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
に
基
づ
き
、
７
月

　
日
、
㈱
ク
ラ
レ
新
潟
事
業
所
と

２６胎
内
市
が
協
定
を
結
び
森
林
整
備

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
地

元
企
業
と
の
締
結
は
初
め
て
と
な

り
ま
す
。

　
整
備
内
容
は

今
後
５
か
年
で

ロ
イ
ヤ
ル
胎
内

パ
ー
ク
ホ
テ
ル

に
隣
接
す
る
雑

木
林
０
・
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
整

備
と
胎
内
平
の

草
地
０
・
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
ナ

ラ
の
植
栽
を
行

う
予
定
で
す
。

　
初
め
て
の
作

業
と
な
っ
た
７

月
　
日
、
従
業
員
と
そ
の
家
族
ら

３１
約
　
名
が
雑
木
林
内
の
下
草
の
刈

５０
り
払
い
と
低
木
を
の
こ
ぎ
り
等
で

伐
採
し
、
林
内
に
光
や
風
が
入
り

込
む
健
康
な
森
づ
く
り
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。
約
２
時
間
の
作
業
で

森
は
見
通
し
が
良
く
な
り
、
見
違

え
る
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
観
光
客
等
が
気
軽
に
林

内
を
散
策
で
き
る
森
「
ミ
ラ
バ

ケ
ッ
ソ
の
森
」
を
目
指
し
ま
す
。

＊「
ミ
ラ
バ
ケ
ッ
ソ
」と
は
、
㈱
ク
ラ
レ
の

企
業
イ
メ
ー
ジ
を
表
す
造
語
で
「
未
来

に
化
け
る
新
素
材
」の
略
で
す
。

「
ミ
ラ
バ
ケ
ッ
ソ
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く
り
活
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進（
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新
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事
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所

「
ミ
ラ
バ
ケ
ッ
ソ
の
森
づ
く
り
活
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推
進（
㈱
ク
ラ
レ
新
潟
事
業
所
））

親子で行った雑木の伐採作業

（左から）株式会社クラレ新潟事業所・長友事業所長、
吉田市長、（立会人）新潟地域振興局・藤巻局長

城の山古墳

現地指導


